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概要 ＥＡ (600字～800字程度にまとめてください。) 
 
２０１１年の福島第一原子力発電所の事故により大量の放射性物質が大気中に放出された。渓流生態系では、植

物に取り込まれた 137Cs や土壌に吸着した 137Csが、落葉や土砂として渓流にもたらされ、食物網を介して高次の栄
養段階の生物群に伝搬・拡散していくことが考えられる。 
水生昆虫への放射能汚染による影響を明らかにするため、セシウム排出機能の有無を把握するための前段階として
塩類細胞の有無を調べること、水生生物の汚染度と生息空間の環境との関係を明らかにすることを本研究の主眼に
置いた。 
 水生昆虫の一つであるカワゲラ目１６科のうち９科の脚や鰓に塩類細胞が見られたが、アミメカワゲラ科、カワゲラ
科、オナシカワゲラ科の脚に注目した所、アミメカワゲラ科、カワゲラ科は腿節に存在していたのに対し、オナシカワゲ
ラ科は脛節に存在した。また、アミメカワゲラ科やカワゲラ科は捕食者であるにもかかわらず放射性セシウム濃度が
比較的低く、塩類細胞を通して放射性セシウムを排出している可能が考えられた。 
流速の異なる地点に生育する藻類の放射性セシウム濃度を調べると、流れが速いほど汚染度が低くなる傾向にあ

った。高濃度汚染地域でも流れが速いほど汚染度が低くなる傾向にあったが、低濃度汚染地域では流れが速いほど
汚染度が高くなった。放射性セシウムが吸着した粘土の沈降速度が関係していると考えられた。水生昆虫において
は、低濃度汚染地域では、渓流の瀬よりも淵に生息している個体群の方が汚染度が高かったことから、生き物の生息
場所における流れの有無が 137Csによる水生生物への汚染形態は一様ではないことが示唆された。 
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欧文概要 ＥＺ 
 
The Fukushima Daiichi Nuclear Power Plant accident emitted radioactive substances into the environment, 
contaminating forest litter, stream algae, sand substrate, aquatic insects, and fish. 
 This study firstly found that some groups had cleric cell but the existence place was different depend 
on the groups In stoneflies. This study secondly found that the radioactive Cs concentration of algae 
was inversely related to the stream velocity. This relationship between higher Cs concentrations and 
slower stream velocities was obvious when the air dose rate was higher. The differences resulting from 
this relationship lead the variance in the radioactive Cs concentration in algae, and they effect on 
the variance in the radioactive Cs concentration in aquatic insects and fish.  
As long as the stream algae are contaminated, aquatic insects and fish will be contaminated. Controlling 
the water flow is a key to regulating the radioactive Cs concentration in freshwater ecosystems. More 
extensive studies are needed to determine the impact of radionuclides on aquatic ecosystems. 

 


